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は じ め に

CS-1170は 三 共 株 式 会 社 で 開 発 さ れ たcephamycin系

に 属 す る 新 抗 生 物 質 蹄で 化 学 名 はSodium(6R ,7S)-7-[2

-(cyanomethylthio)acetamido)-7-methoxy -3-[[(1

-methyl-1H-tetrazol -5-yl)thio]methyl]-8-oxo -5-thia-1

-azabicyclo[4
.2.0]oct-2-ene-2-carboxylateで あ り,構

造 式 は 次 の 如 くで あ る 。

Fig. 1 Chemical structure of CS-1170

本 剤 の 抗 菌 スペ ク トル は従 来 のcephalosporin剤 と同

様,グ ラ ム陽 性 菌.グ ラム陰 性 菌 に 及 ぶ が,と くに グ ラ

ム 陰 性 菌 に は よ り強 力 な抗 菌 力 を有 し,耐 性 大 腸 菌 を 含

むβ-lactamase産 生 菌 に対 し て も強 い抗 菌 力 を有 す 。 さ

ら に 従 来 のcephalosporin系 お よ びpenicillin系 が 無 効

なindole(+)Proteus,serratiaに も有効 で あ る とい われ

て い る。ま た本 剤 は 筋注,静 注 に よ り高 い血 中 濃 度 が え ち

れ,代 謝 を うけず,尿 中 に 高率 に 排 泄 され る とい う。

本 報告 はCS-1170のin vitroお よ びin vivo抗 菌 作 用

を 同 系 のCefoxitin2)お よび 既 存 のcephalosporin剤 と比

較 した の で,そ の 結 果 を報 告 す る。

I.実 験 材 料 お よ び 実 験 方 法

1.使 用 菌 株

教 室 保 存 株 お よび 臨 床 材 料 か ら分 離 した グ ラ ム 陽 性

菌,グ ラム 陰性 菌 の 多数 株 を使 用 した 。

2.薬 剤

CS-1170

Cefoxitin(CFX)

Cefazolin(CEZ)

Cephalothin(CET)

Cephaloridine(CER)

3.感 受 性 測 定 法

日本 化学 療 法 学 会標 準法3)に した が っ て行 な った 。なお

Streptoeoccus,Corynebacterium diphtheriaeお よ び

Haemophilus influenzaeは10%馬 血 液加Nutrient Agar

を用 い た 。

4.殺 菌 作 用

E.coli No.121株 を用 い,普 通 ブ イ ヨン に接 種 し,菌

数 が約107cells/mlに なっ た とき,CS-1170の 各濃 度 を添

加 し,添 加 後,1,2,4,6お よび24時 間 目 に そ れ ぞれ

生 菌 数 を 測定 した。同時 にCFX,CEZに つ いて も検 討 した6

5.β-lactamaseに 対 す る安定 性

1)酵 素 液 の 調 整

E.coli 3株,Citrobacter 2株,Klebslella 3株,Proteus

morganii 1株 を用 い,そ れ ぞ れ普 通 ブ イ ヨン に接 種 し,

37℃,一 夜 振 邊培 養 を行 ない,遠 心 に よ り菌 体 を集 め た

の ち,5μg/mlのCloxacillinを 含 む新 しい 普 通 ブ イ ヨ

ンに移 し,37℃4時 間 培養 し,酵 素 誘 導 した。 さ ちに 遠

心 に よ り菌 体 を集 め,M/100リ ン酸 緩 衝 液(pH7.0)に 懸

濁 し,超 音 波破 砕 後 無菌 濾過 し,そ の 濾液 を同 緩 衝 液 に

て一 夜 セ ロフ ァ ン膜 透析 した。 そ の透 析 内液 を被検 酵 素

液 と した 。

2)酵 素 活 性 の 測定

M/100リ ン酸 緩衝 液 に よ り適 当 に希 釈 した 酵 素 液0 .1

mlに 同緩 衝 液 に 溶解 した0.25μmoleの 抗 生 物 質 溶 液0.5

mlを 加 え,37℃3時 間incubationし た の ちBacillus

subtilis ATCC 6633株 を用 い る薄 層Cup法 に て,残 存 活

性 を も とめ た 。

6.マ ウス 実験 感 染 に お け る感 染 防 禦 効果

マ ウ スはICR系,雄,19±19を 用 い,Staphylococcus

aureus No.13, E.coli No.12, E.coli No .121, E.coli

H154,お よ びProteus mirabilis No.10を 感 染 菌 と し,

腹 腔 内 に感 染 させ,1時 間 後 に皮 下 投 与 に てCS-1170,

CFX,CEZに よ る 治療 を行 なっ た 。観 察 は 感 染 後5日 間

行 な い,マ ウ スの生 死 よ りED50を 算 出 した 。

ま た,Serratia marcescens No.2お よ びSerratia

marcescens No.8感 染 の 場 合 は,マ ウ ス はddN系 を用

い,治 療 は静 脈 内投 与 に て行 な っ た。
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7.マ ウス臓 器 内濃 度

ICR系 マ ウ ス を用 い,CS-1170を25mg/kg,皮 下 投 与

し,15分,30分,60分 お よび90分 後 に 腎,肝,肺,牌 お

よび 血 清 に つ い て,そ れ ぞ れ の 濃 度 をBaeillus subtilis

ATCC 6633株 を検 定 菌 とす る 薄 層Cup法 に て測 定 した 。

II.突 験 成 績

1.臨 床 分 離 株 の感 受 性 分 布

臨 床 材 料 か ら 分 離 さ れ たStaphylococcus aureus 40

株,Staphylococcus epidermidis 22株,Staphylococcus

pyogenes 14株,Gorynebacterium diphtheriae 4株,E.coli

60株,Klebsiella 30株,Shigella 31株,Salmonella 10株,

Proteus vulgaris 3株,Proteus morganii 14株,Proteus

rettgeri 9株,Proteus inconstans 102株,Proteus

mirabilis 90株,Serratia marcascens 59株,Enterobacter

cloacae 58株,Citrobacter freundii 6株, Pseudomonas

aeruginosa 45株,Pseudomonas fluoresceris 9株,Pseu-

domonas maltophilia 20株,Psudomonas cepacia 20株,

Achromobacter xylosoxidans 25株,Acinetobacter calcoa-

cetieus 19株,Alcaligenes faecalis 10株,Moraxella 6

株 お よびHaemophilus influenzae 24株 の 感 受 性 分 布 を

CS-1170,CFX。CEZ,CET,CERの5薬 剤 につい て比

較 した成 績 をFig.1～Fig.25に 示 した 。

Staphylococcus aureus, Staphylococcus epidermidis,

Staphylococcus pyogenes, Corynebacteriurn diphtheriae

に 対 す るCS-1170の 抗 薗 力はCER,CET,CEZよ り劣 っ

て い た が.CFXよ りわ ず かに す ぐれ て いた 。接 種 菌 量106

celle/mlで のCS-1170のMICの ピー クは0.78～1.56μg

/mlで あ った 。(Fig,1～Fig,4)

E.coli,Klebsiella,Shigella,Salmonellaで はCS

-1170の 抗 薗 力 はCFX
,CEZ,CER,CETよ りす ぐれ,

接 種 菌 量106cells/mlで のMICの ピ ー クはE.coliで

3.13μg/ml,Klebsiellaで1.56μg/ml,Shigelldで0.78μg/

ml,Salmonellaは0,39μg/mlで 強 い 抗菌 力 を示 し た。ま

たE.coliに お い て50μg/ml以 上 の耐 性 株 がCET,CER

で20%,約12%に,CEZで5%に 認め ちれ.Kleb5iellaで

はCFXで 約7%,CE乙CER.CETで 約17%～20%に

昭 め ちれ た が,CS-1170は す べ て の 株 で6.25μg/ml以 下

のMICを 示 した 。(Fig.5～Fig.8)

Proteus vulgaris,Proteus morganii, Proteus rettgeri,

Proteus inconstansで はCS-1170の 抗 薗 力 はCFXと

ほ ぼ 同 程 度 で 他 の3剤 よ りす ぐれ て い た。4薗 種 と も

CEZ,CET,CERは ほ とん どの 株 が100μg/ml以 上 の 耐 性

株 で あ った.(Fig.9～Fig.12)

Proteus mirabilisで は接 種 菌 量 が10lcells/mlの 場 合,

CEZが も っ と もす ぐれ,次 いでCFX,CS-1170の 順 で あ

っ た。 しか し,106cells/mlで はCS-1170が 他 の2剤 よ り

す ぐれ,感 受 性 の ピー クは3.13μg/mlで あ っ た。(Fig.13)

Serratia marcescensに お い て,5薬 剤 に 対 し感受 性 が

Fig. 1 Sensitivity distribution of clinical isolates
Staphylococcus aureus (40 strains)
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Fig. 2 Sensitivity distribution of clinical isolates

Staphylococcus epidormidia (22 strains)

Fig. 3 Sensitivity distribution of clinical isolates
Staphylococcus pyogenes (14 strains)
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Fig. 4 Sensitivity distribution of clinical isolates
Corynebacterium diphtheria(4 strains)

Fig. 5 Sensitivity distribution of clinical isolates
E. coli (60 strains)
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Fig. 6 Sensitivity distribution of clinical isolates

Klebsiella (30 strains)

Fig. 7 Sensitivity distribution of clinical isolates

Shigella (31 strains)
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Fig. 8 Sensitivity distribution of clinical isolates

Salmonella (10 strains)

Fig. 9 Sensitivity distribution of clinical isolates
Proteus vulgaris (3 strains)
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Fig.10 Sensitivity distribution of clinical isolates

Proteus morganii (14 strains)

Fig.11 Sensitivity distribution of clinical isolates

Proteus rettgeri(9 strains)
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Fig.12 Sensitivity distribution of clinical isolates
Proteus inconftana (102 strains)

Fig.13 Sensitivity distribution of clinical isolates
Proteus mirabilis (90 strains)
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Fig.14 Sensitivity distribution of clinical isolates
Serratia marceacena (59 strains)

Fig. 15 Sensitivity distribution of clinical isolates

Enterobacter cloacae (58 strains)
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Fig.16 Sensitivity distribution of clinical isolates
Citrobacter freundii (6 strains)

Fig.17 Sensitivity distribution of clinical isolates
Paeudomonas aeruginosa (45 strains)
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Fig.18 Sensitivity distribution of clinical isolates
Pseudomonas fluoreacena ( 9 strains)

Fig.19 Sensitivity distribution of clinical isolates

Paeudomonas maltophilia (20 strains)
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Fig.20  Sensitivity distribution of clinical isolates
Pseudonyms cepacia (20 strains)

Fig.21 Sensitivity distribution of clinical isolates
Achromobacter xylosoxidans (25 strains)
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Fig.22 Sensitivity distribution of clinical isolates
Acinetobacter calcoaceticus (19  strains)

Fig.23 Sensitivity distribution of clinical isolates

Alcaligenes faecalis (10 strains)
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Fig.24 Sensitivity distribution of clinical isolates

Moraxella ( 6 strains)

Fig.25 Sensitivity distribution of clinical isolates
Haemophilua influenzae (24 strains)
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低 い が,そ の なか で もCS-1170,CFXが す ぐれ,菌 量106

cells/mlでCS-1170,CFXは 菌 株 の50%が100μg/ml

以 下 のMICを 示 し,他 の3剤 はほ とん どの株 が1600μg/

ml以 上 の 耐性 株 で あ っ た(Flg.14)。

Enterobacter cloacae,citrobacterfreundiiで は5薬

剤 と も抗 菌 力 は弱 く,2菌 種 と も大 部 分の 株 が50μg/ml

以 上 の耐 性 株 で あ っ た(Fig.15～Fig.16),

Pseudomonas aeruginosa,Pseudomonas fluorescens,

Pseudomonas maltophiliaに お い て5薬 剤 と も耐 性 で,

菌 量108 cells/mlで 全 株100μg/ml以 上 のMICで あ っ

た。 しか し,Pseudomnas maltophiliaで は106 cells/ml

でCS-1170は 。 わず か に 感受 性 を示 す 株が 認 め られ た

(Fig.17～Fig.19)。

Pseudomonas cepacia,Achromobacter xylosoxidans,

Acinetobacter calcoaceticusに お い て も,5薬 剤 と も大

部 分 の 株 が 耐 性 株 で あ っ たが,菌 量 を少 な く した場 合,

わ ずか に 感 受性 を示す 株 が5薬 剤 と も認め られ た(Fig.

20～Fig.22)。

Alcaligenes faecalisで は5薬 剤 ともほぼ 同 じ感 受 性

を 示 し,105 cells/mlで のMICの ピー クは25～50μg/ml

で あ っ た(Fig.23)。

Moraxellaで はCER,CFXの 抗 菌 力 が 他 の3薬 剤 よ

りわ ず か に す ぐれ.CS-1170の 抗 菌 力 は 弱 く,全 株100

μg/ml以 上 で あ った(Fig.24)。

Haemophilus influenzaeで は 菌 量106 cells/mlの と

き,CS-1170は 他 の4剤 よ りす ぐれ,そ のMICの ピー ク

は6,25μg/mlで あ っ た。しか し,106 cells/mlの と塵は5

薬 剤 ともほぼ 岡 じ感 受性 を示 し,そ の ピー クは3.13～6.25

μg/mlで あ っ た(Fig.25).

2.CEZ耐 性 株 の感 受 性 相 関

CEZに50μg/ml以 上 のMICを 示 す。E.coli 15株,

Klebsiella 4株,Proteus sp。10株 お よ びCitrobacter 6株

につ い て,CS-1170,CFXの 抗 菌 力 を し らべ,CS-1170

とCFXお よびCS-1170とCEZの 感 受 性 相 関 を図 示 した

の がFig.26で あ る。

CS-1170とCEZの 相 関 で はCS。1170の 方 がCEZよ り

抗 菌 力が す ぐれ て お り.と ぐにProteus sp.,Klebsiellaで

顕 著 で,CEZのMICが200μg/ml以 上 の 場 合 で もCS

-1170は12 .5μg/ml以 下 で あ った 。

ま た,CS-1170とCFXで は感 受性 の相 関 が 認 め られ,

わ ずか にCS-1170の ほ うが,CFXよ りす ぐれ て い た 。し

か し,CFXに100μg/ml以 上 を示 す15株 の うち,CS-1170

に も100μg/ml以 上 を示 す 株 が11株 認 め ら れ,交 叉耐性

が 認 め られ た。

3.殺 菌作 用

E.coli No.121株 に対 するCS-1170,CFXお よ びCEZ

の 殺 菌 作 用 を検 討 した成 績 をFig.27に 示 したも

CS-1170はCFX,CEZに 比べ,殺 菌 作 用 が 強 く,3.13

μg/ml添 加 で も著 明 な殺菌 作 用 が 認 め ちれ た。CFXは,

12.5μg/ml添 加 で著明な殺菌作用が解め ちれたが,そ れ

Fig.26 Sensitivity correlogram

E.coli • 

Klebsiella •B

Proteus sp. •£

Citrobacter

CEZ resistant strains

inoculum size: 106 cells/ml
one loopfull
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以 下 の 濃度(6,25～1,56μg/m1)で は4時 間 目 ま では 著 明

な菌数 の 減 少が 認 め られ た が,そ れ 以 後増 加 した。CEZ

は50μg/ml添 加 で も24時 間 目 で の 菌 数 はdrug freeの

場 合 と同程 度 で あ った 。

4.MIC,MBCお よび形 態 変 化

Ecoli NIHJ JC-2に 対す るCS-1170,CFX,CEZの

MICお よびMBCを 液体 希 釈 法 で測 定 し,岡 時 に 形 態 変

化 を観 察 した成 績 をFig.28に 示 した 。

CS-1170のMIC,MBCは と もに3,13μg/mlで,CFX

と同 程 度 で あ り,CEZの そ れ よ り小 さ い値 で あ っ た。 ま

た,106 cells/ml接 種 で の フ ィ ラメ ン ト形 成 を示 す濃 度 は

CS-1170で0.1～3,13μg/ml,CFXは0.19～3.13μg/ml,

CEZは0,39～6.25μ29/mlで あ り,CS-1170はCEZに 比 べ

殺菌作用の強いことを示している.

5.β-lact8maseに 対 す る安 定 性

E.coli12,E.coli 21,E.coli 106,Citrrobacter 40,

Citrobacter 95,Klebsiella 34,Klebsiella 38,Klebsiella

43,お よ びProleus morganii 120株 よりそれ ぞ れ 得 られ

た β-lactama8eに 封 す るCS-1170の 安 定 性 をCFX,

CEZ,CERと 比 較 した成 績 をTable 1に 示 した 。

4菌 種9菌 株 そ れ ぞ れ か ち 得 ら れ た β-lactamaseに

よるCERの 分 解 を100と したとき,CS-1170は0.01～0.32

で ほほCFXと 同 様 の 成 績 で,こ れ ちの β-lactamase

に 射す るCS-1170の 安 定性 はCFXと 同程 度 でCEZよ り

きわめ て 安定 で あ っ た。

Fig.27 Bactericidal action E. coli 121

CS-1170 CFX CEZ

Fig.28 Morphological change of E. coli NIHJ JC-2

Medium: Nutrient broth, 106 cells/ml 37•Ž 20 h



VOL.26 5-5 CHEMOTHERAPY 17

Table 1 Hydrolysis of CS-1170 and related anti-

biotics by ƒÀ-lactamases

6.マ ウ ス 実験 感 策 に お け る防 禦 効 果

1)Staphylococcus aureus感 染(Table 2)

Staphylococcus aureus No.13株 で の成 績 をTable 2

に 示 し た 。CS-1170のED 50は0.69mg/mouseでABPC

よ り治療 効 果 は 良好 で あ った が,CEZ,CFXよ り劣 る成

績 で あ っ た。

2)E.coli感 染(Table 3)

E.coli No.12,E、coli No.121,E.coli HI 54株 を

感 染 菌 と した ときの 成 績 をTable 3に 示 した。E.coli

No.12株 では 大量 菌 攻 撃,小 量菌 攻 撃 と もCS-1170の 治

療 効 果 はCFXよ りす ぐれ て い た が,CEZよ り劣 っ てい

た。CEZ中 程 度 耐性 株 であ るE.coli No.121株 で はCS

-1170の 効 果 はCEZ
,CFXよ りす ぐれ て い た。CEZ高 度

Table 2 Protecting effect for expetimental Staphylococcus aureus infection in mice

Mice: ICR 4 W •‰ 19•}1g

Infection: i. p. challenge

Administration: s. c. 1 h after infection

Table 3 Protecting effects for experimental E.coli infection in mice

Mice: ICR 4 W 19•}1g

Infection: i. p. challenge

Administration: s. c. 1 h after infection
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耐 性 株 で あ るE.coli HI 54棟 では1小 識 薗 攻 撃 の場 合,

CS-1170のED50値 が もっ と も小 さ く,治 療 効 果 はCEZ,

CFXよ りす ぐれ て い た。

3)Proteus mirabilis感 染(Table 4)

Proteur mirabilis No.10株 を用 い てCS-1170,CFX,

CEZで 治療 した 成 績 をTable 4に 示 した。

大 量 菌 攻 撃 と小 識 菌 攻 撃 で の3藁 剤 のED50値 は と も

に 大 謎 く異 な り,CS-1170で は 大 識 菌 で11.0mg/mouse

小 識 薗 で は0.62mg/mougeで ほ ぼCFXと 同糧 度 の 治療

効 果 を示 し、CEZに 比べ 劣 っ てい た 。

4)Serratia maraescena感 染(Table 5)

Serratia marcescens No,2.Serratia marcescens No.

8株 を感 染 薗 と してCS-1170,CFXで 静 脈 内 投 与 で 治療

した成 績 をTable 5に 示 した。

CS-1170のED50値 は2菌 株 と もCFXよ り小 さ く。 治

療 効 果 はす ぐれ て い た 。 壁

7.マ ウ ス臓 器 内 濃度

CS-1170を マ ウ スに25mg/kg。 皮 下 投 与 した とき の 各

鶴 器 内 濃 度の 成 績 をFig.29に 示 した。

Fig.29 Tissue levels of CS-1170 in mice

Table 4 Protecting effect for experimental Proteus mirabilis infection in mice

Mice : ICR 4W 19•}1g

Infection: 'i.d. challenge

Administration: s.c. 1 h after infection

Table 5 Protecting effect of experimental Serratia marcescens infection in mice

Mice: cic1N, 5W.•‰ 19•}1g

Infection: i.p. challenge

Administration: i.v. 1 h after infection
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投 与15分 後 に お い て,肝 濃 度 が 高 く90μg/ml,次 いで 腎

35.0μg/ml,血 清28.2μg/ml,肺4μg/ml,脾3μg/mlの

順 で各 臓 器 に よ く移 行 し,60分 後 で も,肝 、 腎、 血 清 中

濃度 は約5μg/mlで あ っ た。

III.考 察,

CS-1170はCefoxitinと 同 様cephamycin系 抗 生 物 質

に属 し、 グ ラム 陽性 菌,グ ラム 陰性 菌 に も有効 で。 と く

に そ の構 造 上 の 特 徴 よ り,従 来 の セ フ ァ ロ スポ リン系 抗

生物 質 に無 効 で あ るindole(+)Proteus(Proteus vul-

garis,Proteus morganii、Proteus rettgeri,Proteus in-

constans)お よ びSerratiaに も抗 菌 力 を有 し,他 の セフ

ァ ロス ポ リン剤 よ りす ぐれ て い ろ こ とか 確 認 で き た。

ま たE.coli,Klebsilla,Citrobuterな ど か ら得 たβ

-lactamaseに 対 してCS-1170は 安 定 であ っ た。 これは β

-lactam環 の7位 にmethoxy基 を 有 す る構 造 上 の 特 徴

の ため と考 え られ,CS-1170はCFXと 同様 にCET,CEZ

耐性 で あ るE.coli,Klebsiellaに も抗 菌 作用 を示 した。

しか しCFLX耐 性 株 に対 して はCS-1170も 耐性 で,交 叉

耐 性 が 認 め られ た。

グラム 陽性 菌 に対 して はStaphyluoccus aureus,Sta-

phylococcus epidermidis, Staphylococcus Pyogenes, Co-

rymencterium diphtheriaeに つ いて 検 討 した が,CS-1170

はCEZ,CET、CERと 比べ 抗 菌 力 は 弱 く,CFXよ りは

す ぐれ た成 績 であ った。 ま た,ブ ドウ糖 非 発 酵 グラ ム陰

性 桿 菌 で あ るPsedomonas aeruginosa,Pseudomonas

fluorescens, Pseudomonas maltophilia, Pseudomonas
cepacia, Achromobacter xylosoxidans, Acinetobacter

nlcoaceticusな どに 対 し てはCFXお よ び従 来 の セ フ ァ

ロス ポ リン剤 と同様,無 効 で あ っ た。

マ ウ ス実験 感染 での 成 績 はin vitroで のMICの 成 績

と ほ ぼ 相 関 し,Staphylococcus aureus,Proteus mira-

bilis,E.coli感 染 ではCS-1170の 治療 効 果 はCFXと 同程

度 か わ ず か にす ぐれ て い た が、CEZよ り劣 る成 績 で あ っ

た。CEZの 効 果 が す ぐれ て い たの はCS-1170,CFXと 比

べ,用 い た菌 株 の 感受 性 が よか った こ と と血 中 移行 の 良

好 な こ とが 考 え ら れ る。 し か しCEZ耐 性 菌 感 染(瓦

`oli)で はCS-1170の 治療 効 果 はCEZよ りす ぐれ て い

た 。

マ ウ ス の臓 器 内 分布 で はCS-1170は 肝 濃度 が 高 く、胆

汁排 泄が 良 好 で は な いか と考 え られ る。

以 上,CS-1170のin vitro,in vivoの 細 菌学 的 検 討 の

結 果,β-lactamaseに 安 定 で あ る こ とか ち,従 来の セ ブ

アロスポリン剤に耐性の菌にも有効であることが確認さ

れ,臨 床での有効性が期待される物質であると考えちれ

る。

ま と め

cephamycin系 抗生剤CS-1170のin vitro.in vivo抗

菌作用を検討した精果、 グラム陽性菌。 グラム陰性菌の

各菌種に抗菌力を有し,従 来のセファロスポリン剤に感

受性 の弱か った イン ドール陽性Proteus(Proteus

vulgaris, Proteus morganii, Proteus rettgeri, Proteus

inconstons),Serratiaに も抗 菌 力 を有 して いた 。E.coli.

Citrobaoter,Klebsiellaか ら得 た β-lactamaseに 対 して

CS-1170は 他 の セ フ ァロ スポ リン 剤 よ り も安 定 で,CET,

CER耐 性 のE.coli,Klebsiellaに も抗 菌 力 は す でれ て い

た。 しか し,グ ラム 陽性 菌 に つ い て は従 来 の セ フ ァ ロ ス

ポ リン剤 と比 べ 。 抗菌 力は 弱 く,ま たブ ドウ糖 非 発 酵 グ

ラム 陰性 桿 菌 に は セ フ ァ ロ スポ リン系 と同様,無 効 で あ

った 。以上 の成 績 に つ い て,同 系 のCFXと 比 較 す る と,

β-lactamaseに よ る安 定 性 で は 同程 度 で あ っ たが 、大 部

分 の 菌 種 に対 す る抗 菌 性 に つ い て はCS-1170の ほ うが

わ ずか に す ぐれ て い た。

In vivoで はStaphytococcus aureus,Proteus mira-

bilis,E.coli感 染 でCS-1170の 治療 効 果 はCFXと 同程

度 か わ ず かに す ぐれ て い たが,CEZよ り劣 っ て い た。 し

か し,CEZ耐 性E.coli感 染 で はCEZに 比べ,す ぐれ た

治 療効 果 を示 した 。
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BACTERIOLOGICAL EVALUATION OF A NEW CEPHAMYCIN

SUBSTANCE CS-1170

COMPARISON WITH ANTIBACTERIAL ACTION OF

CEPHALOSPORINS AND CEFOXITIN

SACHIKO GOTO, MASATOSHI OGAWA, AKIYOSH1 TSUJI,

YASUKO KANEKO and SHOGO KUWAH ARA

Department of Microbiology, School of Medicine, Toho University

Antibacterial actions have been investigated in vitro and in vivo with a cephamycin antibiotic,
CS-1170. As the results, the drug had antibacterial action against various species of Gram-positive and
Gram-negative bacteria, besides against indole positive Proteus (Proteus vulgaris, Proteus morganii, Pro-
teus rettgeri and Proteus inconstans) and Serratia to which the existing cephalosporins had only a weak
sensitivity. CS-1170 was more stable than other cephalosporins to 0-lactamase produced by E. coli,

Citrobacter and Klebsiella, and its antibacterial activity was superior to cephalothin (CET)-and cephaloridine

(CER)-resistant E. coli and Klebsiella. To the contrary, antibacterial activity of CS-1170 was weaker than
existing cephalosporins against Gram-positive bacteria, and the drug was ineffective similarly to cephalo-
sporins against non glucose fermentative Gram-negative bacilli. From the above results, in comparison with
analogous cefoxitin (C-FX), CS-1170 was similarly stable to 0-lactamase, while it showed slightly stronger
antibacterial activity than CFX against most of bacteria species.

In vivo experiment demonstrated that the therapeutic effect of CS-1170 was similar or slightly
superior to CFX in the infections due to Staphylococcus aureus, Proteus mirabilis and E. coli, while it
was inferior to CEZ. And yet, the therapeutic effect of CS-1170 was superior to that of CEZ in the
infections due to CEZ resistant E. coli.


